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　地域産業支援事例の記入要領（2014年度）
＜重要確認事項＞　

・応募支援事例は、編集のうえ地域産業活性化支援実行委員会の調査報告の一部としてホームページに公開いたします。また、一部の事例については平成27年4月開催予定の第3回地域産業活性化全国情報交流会において発表をお願いすることがあります。

・調査報告は、地域産業経営者などへの紹介のために資料提供することがあります。また、技術士のＰＲと業務開拓のために、機会を捉えて各県・市や公的機関などに配布することも行っております。これらの件をご承諾のうえ、投稿及び記入いただくようお願いいたします。

・原稿執筆に対する謝礼はございません。また、発表いただく場合も同様です。

・執筆者のオリジナル原稿を尊重いたしますが、誤字脱字あるいは文法上の明らかな誤りなど表現上の不備については執筆者の承諾なしで修文することがありますので、ご承知おきください。

1． アピールポイント　重要：顧客がメリットと思われる具体的なアピールポイントを20字以内で表してください。⇒この欄を「一覧リスト」に記載しますので、読んで頂けるかは「この欄がアピールするか」で決まります。
２．No.　 事務局が投稿事例に通し番号を記入しますので、作成時は空欄のままとしてください。執筆者が同一の複数（２件まで）の事例がある場合は連番となるように配慮いたしますが、その他の順番については事務局に一任いただきます。
３．支援テーマ　支援内容を表す適切な主題を記入します。
よい例：「省エネ率10%達成」「製品不良率の低減」「バネ式フィルターの商品化」

不明確な例：「経営の改善」「企業基盤の強化」「生き残れる体質つくり」「業務の遂行」

４．支援窓口　支援した企業と、担当技術士をつなぐ支援機関・公的組織などを記入します。

　　　　直接、個人で支援した場合は空欄でけっこうです。
５．業種　支援した企業の属する業界・業種を記入します。

６．企業名　支援企業名を記入します。「A産業」、「B工業」などの仮名でもけっこうです。

７．所在地　所在地を記入します。「東京都大田区」、「千葉県船橋市」など概略の所在地でもけっこうです。

８．資本金　従業員数　設立年　支援企業の規模・経歴等が分かるように記入します。不明や明記したくない場合は空欄でもけっこうです。
９．支援技術士名  支援・指導を（以下「支援」）行った技術士(実例提供者)：1名を記入します。支援業務の実態から主体的に関わった複数技術士の名前を記入した場合でも、目次や索引等では代表者1名の表示のみとすることがあります。
10．技術士部門  支援を行った技術士の所属部門を記入します。複数の部門の資格を保有し、それらが支援業務に関係する場合は複数を記入しても結構です。その場合、目次や索引等で部門名を誤解を生じない範囲で省略表示することがありますので、予めご承知おきください（例：総合技術監理→総監、経営工学→経営）
11．目的　技術士が当該企業を支援した目的（技術士への期待、技術的な役割、支援の期待効果など）を書式の範囲に簡潔に記入してください。説明が必要と思われる背景（支援事例に関わる企業側の具体的な事業戦略、対応組織・人材、保有技術と開発ニーズ、品質・生産性の問題点など）については目的と明確に区別できるように記入してください。
12. 内容　実施した支援の内容を、技術的内容のほか、支援に関わる着手経緯、調査、計画策定、管理、教育・指導、評価・効果確認、標準化・定着などのプロセスも含めて、書式の範囲にわかりやすく要領よく記入してください。範囲内に収まるのであれば図・表・写真を挿入してもけっこうです。
13. 成果・効果　支援した結果、どのような成果・効果（技術開発・知財化、商品化・市場開拓、品質向上、効率化・リードタイム短縮、安全性向上、売上げ拡大、従業員の活性化・人材育成など）が得られたかを書式範囲に要約して記入してください。

14. ポイント　実施した支援が効果をあげて顧客満足を得ることができた技術士の着眼点、創意工夫、努力を要した点などを書式の範囲に記入してください。また、他への波及効果などがあれば記入してください。

文字の大きさ10.5ポイント（ＭＳ明朝フォント）で書式の範囲内に納まるようにご記入をお願いします。内容欄などの記述がどうしても入りきらない場合は、執筆者の責任において枠の行位置等を変更のうえ記入しても結構ですが、その場合でもフォーマットの全体構成・全体行数は変更しないでください。
記入要領を明らかに逸脱していると判断された場合や所定の書式スペース制限（全体で40行）を超えた場合は、修正・再記入をお願いしますので厳守してください。
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